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A 76 奪力なべの調理加熱(こよ３ビタミン類の蹟失につ丿X
あヽ蚤の永ヤ犬家政　　　　　平野矢那世

食　物　39

　H的　敢趨の食晶を用い一乙.■S:-ｶなべ１使用したあ圧，高温下の加島調理と｡. 毎通IT) な

べ{こよ3 加熱調理とをおこない。ビタミン賎の損更につヽヽ-I tt較検討し机

　方琢，実験に後用しn 栄庭用^力なべは，n却ffヽ力測^用心^ 力計と。内穀血度*lえ帛

の急電対t ^リつ･ﾅ, 内部瓜力調斤用のあ｀も') を用意し乍。参血のなべn.た彙対-!.-内部ま

奮と刈;t I 哀。&筆It 2200Kcol£/(lの-ロガスこんろC 勢多ガス使用)S. 恥匹.試糾の食

W I* , 玄紀胚芽米，丸豆，にんじん。し7やがV＼も, ヤヽにん。賑肉，まいわしの? 品a

とし杞。前処理，力噫時闇μ。それ右れう傷支験｡I こ'ji?ヽえL. 條件左洸£し友。ｶﾛ藍調

理配毫叶のあ3も叫ま匯剖合^分鯉し　ぜれぞれの試料毎r- 攻のわ衣し奢ビタ5ン･ｸ測

乞をしもe -t な知凱A ：三塩也アン手モン比色汪／　Bi : 今才クローム螢光茲，　B。:

ルミフラビン蛍も茲，C：ヒドラジン宏, E ■･高主爽体,クロマト茲であ３。

　it 菜　i)玄米,のB丿ま^ヽ力な々の方が緩夫は大きおった。特に肉部圧カダ烏< ，加煕時闇

の寡い場合顕奢r｀あっち。(i) B,.Biは玄象以外の食心では。なべの在頻によI 秀はあま

りみラ礼なヵヽつり八煮升申への略叙量は丸であっ札。　㈲cは加塾白山■' % 必ヵヽい

ずれの場合も蕗存量はケなtハつ拡。　　;v)A, "Eは加熱によ3影響が少かヽ乍柘ヵヽ，両蹟

のなべ[- よ■sii.りI はとんと｀みラれをヵヽつぢ。$ 乍‥菱汁中への洛北も非'粕こケ今ヵヽつた。

V)ネ曳匯)-- %'ヽ,ヽXは。玄東i峡い1. . 圧政なへヽと普血のな々･りか登調理･・よ3 どタぶン

穐の領失μ，丸きなχは認めラ^なヵヽつだ.

A 77　　　　　　　　祁ゆ鳶･ 綱曳(－　!-　報)

　　　　　　柿の麦茶複取穆φ血申・屎.中ビタミyclφ変動

　　　　申村等圃大家政薦雇久孜　O Ξ成宙美　佐賀大凛．材m－

く目的)柿の棄を肩効々食材粁として利用したい見地よ!)．そのどタsvO含肩量につ

いてタ験をすすﾀﾞ･てまたか，今回17教－ジピo >')ﾚ反命を利用tるｸﾞ｀ﾀ-yc処号法によ

リ寮験を試みた．なぷ柿^i･喋を藁とlて教用した場合の林野r-^);fi 勁推を知§ ために.老

のビタB.vaを令むミガンヤヒ゛タミyﾝ剤差対鼻群として摂取.しその前後の血申. 某々の

^タミンC-f (A変動(乙フいて比乾検討を行々フた.

〈京成〉(Dm.一ジどn ジ)ﾚ反応を利用了否どタミンaﾊﾞﾌ･定号法: 試料2.2rμ(芯- 蘭切ン

酸ciSvl. iμぐジヒ・りジlﾚ1.2ひ^ ．3^塩化才2昶叫砲を泥和しZSX釦分周旛色之-V:･

S^J㎡こおける噸光急左測定す5. ＠屎中・血中ビタミヅc の定●: 雅験膚･才女孚if まIt

名．升 回陥~"^．共通食串(2は女手衆養掻取号) 聊葺板用群1･や1。i:rタミyc m服

用群I錦≒. 升2回'％～%. 日常食(^'9 ＝ソcを徊含む食＆i-'ける.)柿募群?ﾙ≒．t'タミ

ンe 刻耕･恨勿．求滸＼ね．. オ3回肺ヽ･辱日常食，みわ/i群涛がμ剛匈. rタΞンo剤

癖．水群(こ分りT日周にわたり血中･ 犀中(/> rタミンc量の変動左見た．

<舶果〉　のY 珂の柿の生麦中<J,ビタミン0－13. 義一ヲ｀と・!)ジ･ﾚ反応を利吊し?=.^茲で

｢「帖太M4吻. 4 >ド刄｣-il-法6^3±2is:,り昿.ヒド7 ジン成で抑｣nxf・ﾀφ駒嶺であった．＠廊寡

Jり±39叫,槽.みでん2恥･4T叫／((≪|．rタミン(ﾝ四叫/岬をト日最として　7日間損恥し

た場を，いず芦にぶい-Zも荏取備よflゑ中ビ｀タミンC号|$20φ,μJり)il耳が見られた・

z血雅中(?) iり｀ダ5.ン^･f (?. [3㎎μ弟積を示し･ c:.̂)M如蛇和伍rあ5ように胃わ%孔


